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鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
栽
培
漁
業

　
茨
城
県
で
は
、
重
要
水
産
資
源
で
あ
る
鹿
島
灘
は
ま

ぐ
り（
標
準
和
名
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
、
以
下「
は
ま

ぐ
り
」と
す
る
。）の
増
殖
を
目
的
に
１
９
７
０
年
代
か

ら
技
術
開
発
を
進
め
、
平
成
７
年
度
の
茨
城
県
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
の
開
所
以
降
は
、
数
百
万
と
い
う
単
位
で

種
苗
放
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
放
流
効
果
を
調

べ
る
た
め
、
水
産
試
験
場
で
は（
公
財
）茨
城
県
栽
培
漁

業
協
会
が
生
産
し
た
種
苗（
殻
長
２
㎜
程
度
）に
対
し
、

放
流
直
前
に
ア
リ
ザ
リ
ン
コ

ン
プ
レ
ク
ソ
ン（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）に

よ
る
貝
殻
へ
の
染
色
標
識
を

施
し
、
放
流
後
の
追
跡
調
査

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
放
流
１
年
後
の

生
残
率
は
数
％
程
度
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
殻
が
厚
く
な
る
に

つ
れ
て
標
識
の
観
察
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
明
確
に
分
か
る
標
識
手

法
の
開
発
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

茶
色
貝
放
流
に
よ
る
は
ま
ぐ
り
の
放
流
効
果
が

初
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
水
産
試
験
場
定
着
性
資
源
部
　
多
賀
　
真

図１ はまぐりの貝殻の色彩。一番左の1列が茶色貝。

　
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
に
開
始
し
た

第
８
次
茨
城
県
栽
培
漁
業
基
本
計
画
で
は
、
新
た
な

標
識
手
法
と
し
て
茶
色
貝
の
種
苗
生
産
を
開
始
し
ま
し

た
。
茶
色
貝
と
は
、
殻
全
体
が
濃
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色

の
貝（
図
１
）の
こ
と
で
、
天
然
に
は
約
３
％
し
か
存
在

し
て
い
ま
せ
ん
。
事
前
の
試
験
に
よ
り
、
茶
色
貝
同
士

の
親
を
用
い
て
種
苗
生
産
す
る
と
、
約
75
％
の
稚
貝
が

茶
色
貝
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
殻
の
色
は
成

長
に
伴
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
放

流
海
域
に
お
け
る
茶
色
貝
の
割
合

の
増
加
率
か
ら
放
流
効
果
が
算
定

で
き
る
と
考
え
、
令
和
４
年
度
か

ら
茶
色
貝
の
種
苗
生
産
・
放
流
を
開

始
し
ま
し
た
。

は
ま
ぐ
り
の
放
流
効
果

　

令
和
４
年
度
に
放
流
し
た
殻
長

２
～
５
㎜
の
種
苗
は
、
約
３
年
か

け
て
漁
獲
サ
イ
ズ
で
あ
る
殻
長
60

㎜
程
度
ま
で
成
長
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
に
放
流
海
域
の
沖
で
調
査

船
せ
ん
か
い
に
よ
る
貝
桁
網
の
試

験
操
業
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
放
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放流貝の茶色貝率

天然貝の茶色貝率

約75％

約3％

放流海域で採集したはまぐり
＝放流由来（x）＋天然由来（y）

0.75x

0.03y

（P.1）
 

採
用
１
年
目
を
振
り
返
っ
て

　    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
成
田
優
花
（
魚
類
科
）

　

令
和
7
年
5
月
1
日
よ
り
、
茨
城
県
栽
培
漁
業

協
会
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
採
用
後
は
、
主
に
当

協
会
で
生
産
し
て
い
る
ヒ
ラ
メ
や
マ
サ
バ
、
ホ
シ
ガ

レ
イ
の
ふ
化
仔
魚
へ
給
餌
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

（
ワ
ム
シ
・
ア
ル
テ
ミ
ア
）の
培
養
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
前
職
と
の
兼
ね
合
い
で
年
度
途
中
で
の
採
用
と

な
り
ま
し
た
が
、
協
会
の
み
な
さ
ま
に
は
温
か
く
迎

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
職
で
は
主
に
事
務
的
な

業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
協
会
に
入
職

し
て
間
も
な
い
頃
に
は
、
慣
れ
な
い
現
場
作
業
に
対

し
て
戸
惑
い
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
学
生

時
代
に
は
主
に
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
魚
類
の
研
究
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
協
会
で
の
魚
類
の
生
産
に
関

す
る
業
務
1
つ
1
つ
が
新
鮮

で
、
興
味
が
尽
き
な
い
1
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

  

担
当
業
務
で
あ
る
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
培
養
は
、
5

月
中
旬
頃
か
ら
の
ヒ
ラ
メ
の

種
苗
生
産
開
始
と
同
時
に

一
番
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
の
ワ
ム
シ

は
、
50
㎥
水
槽
3
面
を
使

用
し
て
、
水
槽
1
面
あ
た

り
50
～

100
億
個
体
の
培
養

を
行
い
ま
し
た
。
ワ
ム
シ
は
大
量
培
養
が
容
易
な
一

方
で
、
あ
る
日
突
然
、
不
調
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ム
シ
の
培
養
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
調
時
の
対
処

法
や
、
順
調
に
培
養
が
で
き
て
い
た
状
態
へ
の
戻
し

方
な
ど
、
毎
日
の
ワ
ム
シ
の
状
態
を
見
た
上
で
柔
軟

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

好
調
な
ワ
ム
シ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
毎
日

の
個
体
数
や
卵
数
に
加
え
て
培
養
水
槽
の
状
態
に
も

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
平
均
全
長
30
㎜
に
達
し

た
ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
中
間
育
成
の
業
務
に
関
わ
り
ま
し

た
。
ヒ
ラ
メ
の
生
産
は
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
主

図２　放流効果の算定方法。

放流海域には放流由来の貝と天然由
来の貝が混在しているため、連立方
程式によりxを求めた。

写真１　サバの取り上げ

写真２　ヒラメの放流（岸壁放流）

流
海
域
以
外
の
海
域
よ
り
も
高
い
割
合
で
茶
色
貝

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
調
べ
た
放
流
海
域

に
お
け
る
天
然
で
の
茶
色
貝
の
割
合
と
、
令
和
７

年
度
の
放
流
海
域
に
お
け
る
茶
色
貝
の
割
合
を
基

に
、
令
和
４
年
度
に
放
流
し
た
貝
の
生
残
率
を
推

定
し
た
結
果（
図
２
）、
放
流
種
苗
の
約
３
％
が
生

残
し
漁
獲
加
入
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
回
初
め
て
は
ま
ぐ
り
の
放
流
効
果
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
年
に
よ
っ
て
放
流
種
苗
の
生

残
率
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
今
後
放
流

海
域
に
お
い
て
茶
色
貝
の
割
合
が
増
加
し
て
い
く

と
何
年
に
放
流
し
た
種
苗
な
の
か
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
産
試
験
場

で
は
、
茶
色
貝
の
年
齢
査
定
を
実
施
し
、
よ
り
高

精
度
に
放
流
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
１
）ヒ
ラ
メ
栽
培
漁
業
事
業  

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放

流
す
る
と
と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た

め
、
市
場
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産・放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を

次
表
を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を

得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
県

内
各
産
地
市
場
の
卸
売
り
業
務
を
行
っ
て
い
る

漁
協
等
に
委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲
さ

れ
る
ヒ
ラ
メ
に
混
入
さ
れ
た
体
色
異
常
魚
の
尾

数
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

要
な
業
務
で
あ
り
、
生
産
期
間
中
に
は
施
設
内
の

水
槽
に
大
量
の
ヒ
ラ
メ
稚
魚
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
私
は
、
主
に
ヒ
ラ
メ
を
飼
育
す
る
水
槽
の
掃
除

や
餌
や
り
の
ほ
か
、
県
内
の
漁
協
へ
成
長
し
た
ヒ

ラ
メ
を
運
搬
す
る
業
務
に

携
わ
り
ま
し
た
。
実
際
に
、

放
流
の
現
場
に
も
行
か
せ

て
い
た
だ
き
、
船
の
上
で

漁
業
者
の
方
々
と
ヒ
ラ
メ

を
放
流
す
る
作
業
を
経
験

し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
日
々
の
業
務

の
中
で
、
分
か
ら
な
い
こ

と
や
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
作
業
な
ど
が
多
く
あ
り

（
２
）水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発
及
び
放
流
指
導
事
業

①
水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
、
鹿
島
灘
は
ま

ぐ
り
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
、
ウ
ニ
類

に
つ
い
て
、
次
表
を
目
安
に
種
苗
生
産
、
種
苗

量
産
技
術
開
発
、
新
規
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開

発
を
行
い
ま
す
。

　

生
産
し
た
種
苗
は
県
の
指
示
に
よ
り
漁
協
等

へ
配
付
及
び
放
流
試
験
等
に
供
し
ま
す
。

②
放
流
指
導
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
漁
業
者
等
が
行
う
種

苗
放
流
に
関
し
て
、
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、

種
苗
が
活
性
を
保
ち
放
流
効
果
が
よ
り
高
ま
る

よ
う
輸
送
時
の
管
理
や
放
流
方
法
等
に
つ
い
て

指
導
、
助
言
を
行
い
ま
す
。

（
３
）栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日

の
警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ

か
、
展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

（
４
）栽
培
漁
業
普
及
啓
発
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受

け
入
れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に

対
す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
45
回
全

ま
す
が
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
い
た
り
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
先
輩
方
に
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り

1
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
少
し
で
も
茨
城

県
の
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

写真３　ヒラメの放流（船上放流）①

写真４　ヒラメの放流（船上放流）②
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事　業　名 区　分 計　　画
種苗サイズ 目標数

⑴ ヒラメ栽培漁業事業 種苗生産魚種 100㎜ （全長） 85万尾
⑵ 水産種苗生産技術開発
　事業

①放流用種苗生産事業
　（アワビ） 〃 35㎜ （殻長） 24万個

②種苗量産技術開発事業
　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種 2㎜ （殻長）

5㎜ （ 〃 ）
300万個
5万個

③種苗量産技術開発事業
　（マコガレイ） 〃 50㎜ （全長） 15万尾

④新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ホシガレイ） 〃 50㎜ （全長） 5万尾

⑤新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ウニ類） 〃 10㎜ （殻径） 5万個

事　業　名 区　分 計　　画
種苗サイズ 目標数

⑴ ヒラメ栽培漁業事業 種苗生産魚種 111㎜ （全長） 25.2万尾
⑵ 水産種苗生産技術開発
　事業

①放流用種苗生産事業
　（アワビ） 〃 35㎜ （殻長） 24.0万個

②種苗量産技術開発事業
　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種 1.7㎜ （殻長）

8.2㎜ （ 〃 ）
490.9万個

5.0万個
③種苗量産技術開発事業
　（マコガレイ） 〃 親魚が入手できず 生産なし

④新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ホシガレイ） 〃 75.9㎜ （全長） 3.0万尾

⑤新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ウニ類） 〃

12.9㎜ （殻径）
  4.6㎜ （ 〃 ）
1〜3㎜ （ 〃 ）

1.26万個
1.5万個

19.5万個

事　業　名 技術開発規模（計画） 備考
（1）�養殖用種苗生産

事業（サバ）
100㎜

（全長） 16.3千尾

（2）�養殖用種苗生産
事業（アワビ等）

アワビ 35㎜
（殻長） ５千個

・�令和８年度
に生産を開
始

・�配布は令和
９年度以降
を想定

ウニ類 10㎜
（殻径） １千個

事　業　名 技術開発規模（実績）
（1）�養殖用種苗生産事業

（サバ）
114 〜 183㎜

（全長） 2.6万尾

（2）�養殖用種苗生産事業
（アワビ等）

アワビ 15 〜 30㎜
（殻長） 1.0万個

ウニ類 1 〜 3㎜
（殻径） 0.2万個

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会（
令
和
8
年
11
月
15

日
、
大
阪
府
岸
和
田
市
で
開
催
）へ
の
参
加
を
支

援
す
る
た
め
、
同
大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・�栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す

る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

・� （
公
社
）全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発

行
の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。

・�茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
及
び
茨
城
県
漁
業
士

会
に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
）養
殖
産
業
創
出
事
業

①
養
殖
用
種
苗
生
産
事
業（
サ
バ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
サ
バ
種
苗
を
次
表
を

目
安
に
生
産
し
ま
す
。

①
養
殖
用
種
苗
生
産
事
業（
ア
ワ
ビ
等
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
ア
ワ
ビ
等
種
苗
を
次

表
を
目
安
に
生
産
し
ま
す
。

③
養
殖
業
技
術
指
導

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
事
業
者
か
ら
の
技
術

相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
巡
回
指
導
を
行
い
ま

す
。

令 和 8 年 度 計 画

令 和 7 年 度 実 績


